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以下、 0a 、 1a とする。

10 a 、 aa 1
であるから、特殊な対数の値について、次のことがいえる。

特殊な対数の値

01log a 、 1log aa

また、指数法則から、対数について次のことが成り立つ。

対数の性質

0M 、 0N とし、 k は実数であるとする。
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（証明）

pMa log 、 qNa log とすると
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